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入場無料、会場に

て当日受付します 

震災の避難生活が長引くなかで支援活動と当事者の取り

組みはどのように変化してきたのか？避難者から生活者へ

そして新たな問いをどのように受け止めるのか？ 

北星・原発問題 講 演 会 
一般の方の参加を歓迎します 

第 18 回 ご案内 

 

テーマ  原発事故被災者支援の経緯と課題 

～札幌市における取組から～ 

講 師 杉岡 直人 氏 北星学園大学教授 
専門は福祉社会学。関心は、田園居住と市民皆農社会の実現を、再生エネルギーで自給自足

をめざす小水力発電で持続可能社会へ。主な担当科目は、非営利組織論、コミュニティワー

ク実習、コミュニティケア研究。本学には 1981 年 4 月着任。 

 

日 時 2 月 20 日（金）18 時～19 時 30 分 

会 場 北星学園大学Ａ館 A703 教室（定員 140 名） 

札幌市厚別区大谷地西 2丁目 3－1 

地下鉄東西線「大谷地駅」から徒歩５～６分 

＊終了後 懇親交流会（自由参加） 

第 19 回：2015 年 5 月 22 日「核燃料リサイクルは止められるか（仮

題）」講師 小山内孝 氏（青森在住）、7 月下旬「第 20 回記念講演会」 

主催：北星・原発を考える会 

Web サイト： http://www.ipc.hokusei.ac.jp/projects/np_forum/ 

「北星・原発を考える会」では会員を募集中です、希望の方は連絡先へ 

連絡先：世話人（Tel:011-891-2731, e-mail: projects@hokusei.ac.jp） 


